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広
島
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

恒
温
恒
湿
機
器
を
増
設

第
三
セ
ク
タ
ー
の
�株
広
島
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
（
東
広
島
市
鏡
山
三
丁
目
三
島
裕
三
社

長
）
は
、
８
月
中
の
稼
働
を
目
指
し
て
恒

温
恒
湿
機
器
一
台
を
増
設
す
る
。

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
県
内
企
業
の
、
製
品
開
発
で
の
耐
熱
・

耐
寒
性
試
験
の
需
要
増
に
対
応
。
プ
ラ
ザ

一
階
の
試
料
加
工
室
を
転
用
し
て
設
置
す

る
。
同
機
器
は
マ
イ
ナ
ス
四
〇
度
〜
プ
ラ

ス
一
二
〇
度
の
温
度
範
囲
で
測
定
で
き
る
。

導
入
費
は
約
一
八
〇
〇
万
円
で
、
う
ち
八

分
の
七
を
国
と
県
、
東
広
島
市
か
ら
補
助

を
受
け
、
残
額
を
同
社
が
負
担
す
る
。

広
島
大
の
共
同
研
究

文
科
省
が
プ
ロ
採
択

広
島
大
学
は
、
文

部
科
学
省
の
０
７

年
度
大
学
教
育
の

国
際
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
先
端
的
国
際

連
携
支
援
）
に
、
立
命
館
大
学
と
共
同
申

請
の
「
平
和
学
共
同
修
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
・
国
際
展
開
―
国
際
的
大
学
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
―
」
が
採
択
さ
れ

た
。
両
大
学
が
加
盟
す
る
国
際
大
学
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
海
外
加
盟
大
学
と
連
携
し
、

平
和
研
究
分
野
の
共
同
修
士
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
学
生
は
両
大

学
と
海
外
大
学
の
修
士
学
位
を
同
時
に
取

得
で
き
る
。

立
命
館
大
学
広
島
県
校
友
会

設
立
５５
周
年
の
記
念
講
演
会

立
命
館
大

学
広
島
県

校
友
会

（
伊
藤
利
彦
会
長
）
は
、
設
立
五
五
周
年

を
記
念
し
て
９
月
１
日
午
後
１
時
半
か
ら

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
講
演
会
を
開
く
。

百
ま
す
計
算
の
陰
山
英
男
・
同
大
教
授
が

「
学
力
は
一
年
で
伸
び
る
」
を
講
演
。
五

三
〇
人
定
員
で
入
場
無
料
。
往
復
は
が
き

で
「
立
命
館
大
学
広
島
県
校
友
会
内
記
念

講
演
会
」
係
（
安
佐
北
区
可
部
南
四
丁
目

一
〇
―
九
―
五
）
に
申
し
込
む
。
８
月
１０

日
必
着
。
ま
た
、
同
日
午
後
４
時
半
か
ら

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
総
会
を
、

５
時
半
か
ら
懇
親
会
を
開
く
。
会
費
は
男

性
八
〇
〇
〇
円
、
女
性
六
〇
〇
〇
円
。
今

春
卒
業
生
は
三
〇
〇
〇
円
。

▽
広
島
銀
行
と
�財
ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機

構
、
広
島
商
工
会
議
所
は
、
９
月
５
日
午

後
１
時
半
か
ら
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
広
島
で
「
海
外
（
中
国
・
タ
イ
・
ベ
ト

ナ
ム
）
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

第
一
部
で
は
、「
消
費
大
国

中
国
」
と
題

し
広
島
銀
行
の
片
島
一
徳
上
海
駐
在
員
事

務
所
所
長
が
上
海
の
情
報
を
講
演
。「
実
例

に
見
る
�
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
へ
の
ヒ
ン

ト
�」を
テ
ー
マ
に
産
振
構
の
劉
瑛
海
外
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
が
大
連
の
情
報
を
、

「
タ
イ
の
経
済
・
投
資
と
日
系
企
業
の
動

向
」
で
バ
ン
コ
ッ
ク
銀
行
の
小
澤
仁
執
行

副
頭
取
が
、「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
プ
ラ
ス
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
入
り
口
と
し
て
の
ベ
ト
ナ

ム
」
で
産
振
構
の
中
川
良
一
海
外
ビ
ジ
ネ

ス
レ
ポ
ー
タ
ー
が
講
演
す
る
。
第
二
部
で

は
報
告
者
と
の
国
別
情
報
交
換
会
が
あ
る
。

参
加
無
料
で
定
員
一
五
〇
人
。
�電
五
〇
四

―
三
九
二
三
。

「
こ
れ
は
遺
伝

で
し
ょ
。親
父
も
お

ん
な
じ
足
を
し
と

っ
た
」。足
の
裏
は

ガ
サ
ガ
サ
、
趾
の

間
は
ふ
や
け
て
真
っ
白
、
爪
は
白
濁
肥
厚

し
た
足
の
持
ち
主
は
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

ミ
ズ
ム
シ
は
白
癬
菌
と
い
う
カ
ビ
の
一

種
が
皮
膚
の
表
皮
で
繁
殖
す
る
感
染
症
の

一
つ
で
あ
る
。
白
癬
菌
は
表
皮
の
一
番
外

側
の
角
層
内
で
増
殖
し
、
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ

と
い
う
酵
素
を
産
生
し
て
皮
膚
角
層
や
毛

髪
、
爪
の
蛋
白
成
分
を
分
解
し
て
栄
養
源

と
し
て
い
る
。

１.

感
染
源
は
？

お
風
呂
の
お
湯
の
よ
う
な
液
体
で
は
感

染
し
な
い
。足
拭
き
マ
ッ
ト
や
ス
リ
ッ
パ
、

タ
オ
ル
な
ど
固
体
に
付
着
し
た
白
癬
菌
が

感
染
源
と
な
る
。
足
が
い
つ
も
汗
ば
ん
だ

指
の
隙
間
も
な
い
足
は
や
は
り
感
染
し
や

す
い
。
高
齢
者
や
糖
尿
病
の
人
も
感
染
し

や
す
い
。

２.

治
療
は
？

外
用
剤
が
主
体
で
あ
る
。
最
近
は
一
日

一
回
の
外
用
剤
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
薬
局
で
市
販
さ
れ
て
い
る
一
般
薬

は
抗
真
菌
剤
の
ほ
か
に
い
ろ
い
ろ
な
成
分

が
入
っ
て
い
る
の
で
か
ぶ
れ
に
気
を
つ
け

な
い
と
い
け
な
い
。
内
服
薬
は
最
近
よ
く

宣
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
三
〜
四
ヵ
月
は
内

服
を
続
け
な
い
と
い
け
な
い
。
肝
機
能
が

悪
い
人
や
胃
の
弱
い
人
に
は
お
勧
め
で
き

な
い
。
効
果
は
七
〜
八
割
ぐ
ら
い
と
推
測

し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
根
気
良
く

続
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
ミ
ズ
ム
シ

が
痒
い
の
は
水
疱
が
で
き
た
り
炎
症
が
強

い
時
だ
け
で
自
覚
症
状
は
す
ぐ
に
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
ほ
と
ん
ど
き
れ
い
に
な
っ

て
も
二
〜
三
ヵ
月
は
時
々
外
用
し
て
い
れ

ば
再
発
は
防
げ
る
よ
う
だ
。

３.

本
当
に
ミ
ズ
ム
シ
？

夏
に
な
っ
て
足
が
痒
く
な
り
水
疱
も
で

き
た
。
足
の
小
指
の
爪
だ
け
厚
く
な
り
黒

く
変
色
し
て
い
る
。
と
い
う
だ
け
で
は
ミ

ズ
ム
シ
と
は
言
え
な
い
。
足
に
何
か
皮
膚

病
変
が
あ
れ
ば

自
分
で
ミ
ズ
ム

シ
と
思
い
こ
む

人
が
多
い
が
一

度
皮
膚
科
専
門

医
の
診
察
を
受

け
ら
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
す
る
。

ミ
ズ
ム
シ

中
区
医
師
会
理
事

森
田
皮
膚
科
医
院
院
長

森
田

健
司

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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